
別紙２ 居住環境水準  

 

居住環境水準は、地域の実情に応じた良好な居住環境の確保のための指針となるものであり、それぞれの項目が、

地域における居住環境の現状、課題等を把握し、整備、誘導等の方向性を示すための要素となる。  

居住環境水準の内容は、以下のとおりとする。  

 

１ 居住環境水準の項目  

(1) 安全・安心  

① 地震・大規模な火災に対する安全性  

地震による住宅の倒壊及び大規模な火災に対して安全であること。  

② 自然災害に対する安全性  

津波、高潮、出水、がけの崩壊等の自然災害に対して安全であること。  

③ 日常生活の安全性  

生活道路の安全な通行及び犯罪発生の防止に配慮されていること。  

④ 環境阻害の防止  

騒音、振動、大気汚染、悪臭等による居住環境の阻害がないこと。  

 

(2) 美しさ・豊かさ  

① 緑  

緑等の自然を確保し、自然環境に関する快適性を享受することができること。  

② 市街地の空間のゆとり・景観  

住戸及び住棟の隣棟間隔、空地等を有し、日照、採光、眺望、プライバシー等が立地条件等に応じて適

切に確保されていること。また、地域の気候・風土、歴史、文化等に即して、良好な景観を享受すること

ができること。 

 

(3) 持続性  

① 良好なコミュニティ及び市街地の持続性  

バランスのとれた地域の良好なコミュニティの維持、住宅の適切な建替え等により良好な居住環境が維

持できること。  

② 環境負荷への配慮  

環境への負荷の低減に配慮したまちの構成であること。  

 

(4) 日常生活を支えるサービスへのアクセスのしやすさ  

① 高齢者、子育て世帯等の各種生活サービスへのアクセスのしやすさ  

高齢者、子育て世帯等が日常生活を支える各種サービスに容易にアクセスできること。  

② ユニバーサルデザイン  

高齢者、障害者をはじめとする多様な者の円滑な移動の経路が確保されていること。  

 

 

 



２ 居住環境水準の指標  

居住環境水準の指標は、地方公共団体において住民の住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策の方

向性を示す基本的な計画を策定する際に、居住環境水準の項目について当該計画における目標として定めるた

めの具体的な尺度となるものであり、居住環境水準の項目ごとに、次のとおり例示する。なお、地方公共団体

は、地域の実情を踏まえ独自の指標を定めることができる。 

 

項 目  指 標  

（１）安全・安心  

① 地震・大規模な火災に対する安全性  

② 自然災害に対する安全性  

③ 日常生活の安全性  

④ 環境阻害の防止  

・地震時等に著しく危険な密集市街地の面積  

・地震時に滑動崩落による重大な被害の可能性のある大規模盛土造成地

が存在する地方公共団体のうち、宅地ハザードマップを作成・公表し、

住民に対して情報提供を実施した地方公共団体の割合  

・土砂災害から保全される人口（急傾斜事業を含む）  

・洪水による氾濫から守られる区域の割合  

・中枢・拠点機能をもつ地域で床上浸水の恐れがある戸数  

・近年発生した床上浸水の被害戸数のうち未だ床上浸水の恐れがある戸

数  

・津波・高潮による災害から一定の水準の安全性が確保されていない地

域の面積  

・地区内人口当たりの年間犯罪発生件数  

・大気汚染に関する環境基準の達成状況  

・悪臭に関する規制基準等に適合しない事業場等の数  

・騒音に関する環境基準の達成状況  

・振動に関する規制基準等に適合しない事業場等の数  

（２）美しさ・豊かさ  

① 緑  

② 市街地の空間のゆとり・景観  

・地区面積に対する緑に覆われた面積の比率【緑被率】  

・狭小宅地率  

・良好な景観の形成・保全、ゆとりある敷地規模の確保等良好な市街地

環境の形成を図ることを目的とした地区の指定比率  

（３）持続性  

① 良好なコミュニティ及び市街地の

持続性  

② 環境負荷への配慮  

・空家率  

・地区全体の人口に対する街なか区域（地域の実情に応じて設定した中

心市街地を含む区域）内の人口比率【街なか居住比率】  

・通勤・通学における公共交通機関等利用率  

（４）日常生活を支えるサービスへの

アクセスのしやすさ  

① 高齢者、子育て世帯等の各種生活サ

ービスへのアクセスのしやすさ  

② ユニバーサルデザイン  

・公共交通不便地域内の住宅の戸数又は面積の割合  

・高齢者の在宅介護を支援するサービス等福祉サービスの実施体制の整

備率  

・高齢者、障害者をはじめとする多様な者が日常生活又は社会生活にお

いて利用する施設相互間の生活関連経路を構成する道路におけるユニバ

ーサルデザイン化の実施率  

 

 


